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山西聞喜方言の接尾辞[u]と接尾辞化変調
*

0.は じめに

山西省聞喜県は、山西省の西南部に位置す

る0。 山西省聞喜県方言は、侯・温 1993に よ

ると、山西方言南区の侯馬片に属す。入声は無

く、中古清次濁入声字は去声に、中古全濁入声

字は陽平に、それぞれ読まれる。

山西聞喜方言②には、名詞接尾辞 [u]が存在

する0。

この接尾辞の現われ方には、以下の 2種類

の形式がある :

① 先行音節の後に、国が一音節乃至は半音

節ぐらいの長さで添えられる形式Э

② [u]は殆ど全く発音されず、先行音節が単

音節の時よりやや長めに発音され、一種

特殊な調値に変調することによって、実

現される形式Э

樋 口 勇 夫

しかし、実際には、この 2種類の形式の間に、

それらの中間的な段階が連続的に存在する。

本稿では、便宜上この 2種類の形式に分け、

先行音節が 1音節のものに限って、例を挙げ

ながら説明する0。

1.近隣方言の類似例

本論に入る前に、まず近隣方言の類似例を概

観しておく。

「基本韻母の発音を変えることによって、北

京語の軽く発音される接尾辞 “子''を表わす」

現象は、「子変韻母」と呼ばれる⑤。下の表 I

では、「語例」欄の漢字右上に 「
Z」 を付して示

す。

表 Iからわかるように、一口に「子変韻母」

と言っても、様々な段階がある。

表 I(6)

河南獲嘉 [i][Ci][i?]韻

*本
論文は、2000年度名古屋学院大学研究奨励金による研究成果の一部である。
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例字 語例地点 条件

獅 獅 sl:53山西昔陽 sf3

[Э?]組入声韻 尺 t,ll。 ?21 尺 t,覧Υl.21‐″

茄 tchi22 茄
2

tchi:22
山西和1順

その他の韻

山西垣曲 獅 ヾ
1

獅
Z

sl:31‐
24

山西陽城 金 ci5nll 金
Z

Cl:0]11

瓶 メ
liず3

瓶
Z
ず15053山西陵川
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表 Iの うち、各依拠資料においては、山西

臨猜の[tou]だ けが独立した第 2音節として扱

われているが、山西和順 ([Э?]組入声韻)の [n]・

河南獲嘉 ([i][ei][i?]韻 )の [ou]・ 河南済源

([i][Э i][uЭ i][i?]韻)の [u]・ 山西晋城の[Υ ]・ 山

西運城 (北区 。東北区)の [ou]・ 山西臨狩 (一

部分の人の[i][u]韻 )の [u]な どは、先行音節が

形を変えたというよりは寧ろ、先行音節の後に

接尾辞「子」に相当する成分 (の弱化したもの)

が付加されていると捉え、山西陽城・山西陵川 。

河南獲嘉 (その他の韻)。 河南済源 (その他の

韻)などの、先行音節自体が形を変えているも

のと区別した方が良いように思われる。

このような考え方に従い、以下では、山西聞

喜方言の接尾辞[u]を第 2音節として扱 うこと

にする(7)。

2.山西聞喜方言の接尾辞[u]挙例

20.山西聞喜方言の単字調と韻母

20」 .山西聞喜方言の単字調

山西聞喜方言の単字調は以下の 4種

陰平 く31  陽平 メ 13
上声 η45  去声 ヽ53

20.2.山 西聞喜方言の韻母

山西聞喜方言の韻母は以下の 35種

0.で述べたように、②の形式において単音節

の時より長めに発音される際、韻尾を伴う韻

母、即ち[ai][uaileiI∝iI∞ ][i∞ Iou][lou]に お

いては主母音の部分が引き伸ばされ、それ以外

の韻母においては音節末が引き伸ばされる。
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その他の韻 帯 tal13 帯
Z

ti。
13

河南済源
[i][Э i][uOi][i?]韻 幸 uoi53 事 tu胆

53

その他の韻 蚊 von31 蚊
Z

vi:1031

山西晋城 獅 ,f3 獅
Z

stΥ
33お

山西運城
北区 。東北区

卒 t,hE31 牟

t,hE:Э u31‐
31 1

中区 。東区 t,hE:31-311

山西臨猜
大部分

包

"u31
包
「

lu31。 bu

ド.が
1‐311

椅 3153 椅
Z

31:53‐
533

一部分の人の[i][u]韻 恥 i。
53533
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21.先行音節陰平 (く 31)

語例 ① くr31‐る k31 語 例 ② :くA31る 1

― り 澄 tμ:く A31-る
1

牟□
9)笏卒 tshaく「

31_る  u k 31

奸 xa:く A31-451

家 toialく A31“
1

花 □ xuaく「
31-る  u k 31 花 xualく A31“

1

秩 mΥ:くA31451

検 □ tshu。く「
31‐も u k 31 検 t」、1。 :くA31451

銀 ku。 :く A31-451

卒自行牟 t,llc:く A31-451

釘 □ ticく「
31‐も u k 31 打 tic:く A31る

1

梯 □ ■iく「
31郷  u K 31 梯 thi:劇 A3141

雀 □ pnlく「
31‐6 uk31

雀 pn■ く|ヽ
31‐う1

枝 □ t,1_く「
3145 u R 31

枝 tm:く A31451

獅 □
,′しく「
31-45 u k 31

獅 跳くA3141
姉□ saiく「

3145 u R 31
姉 ,aliく A31‐

451

杯 peliくA31451

推 Jl∝ liく A31451

包□ p。。0「 31る u k 31 包 P=。くA31る
1

刀 □ ta。 (「
31“ u k 31 刀 tal。 くn31‐ 451

ツ

`

占a:。 くA3141
腰 □ 1(1。 く「 31-45 u k31 腰 icu。 くn31-451
本ソ荒□ ,。uく「

31‐45 u k31
杭 5。:uく A31‐

451

鈎 □ buくr3145 u k 31 鈎 bluく A31る
1

勾□ kouく「
31-45 u k31

勾 b:uくA31る
1

振 □

"く
「
31る u K 31 扱 ゴ:く A31-る 1

単□ taく「
3145 u k 31

単 �:く子、
31451

推 ぜlaく A31‐る1

讐 □ tMく「
31“ u k 31 讐 tMI(A31‐る1

雹 □ tごく「
31‐ 45 u k 31

也 tゞ:く A31‐“
1

辺 ti£:くA31-451

鞭 □ tiこく「
31-45 u k 31

鞭 ti£:くA31“
1

笙□:大的 t9hiこく「
3145 u k 31

釜 :大的 tchi£ :くA31451

柑 □ k£くr31-る  u k 31 柑 にこ:く子キ
31-451

粁 H£:く A31-451

肝 k壺 く子、
31‐451

鞍□ ]i£ く「
31“ u R 31 鞍 ]i£ :くA3141

美□ kuaく「
31も u k 31 美 h�:くA31る

1

圏 □ t9号ぉく「
31る u k 31 圏 tO号£:くA31-451

話 p5:く A31_る
1

椰 p5:く A31る
1

庄 p偽:く A31る
1

粧 pf5:く A31も
1
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22.先行音節陽平 (ノ 13)

反 □ ぉく「
31-45 u k 31

反 f5:く A31る
1

升 ,5:ヾA3141
鉦 k5:くA31‐

も1

腔 tchi5:く A3141
箱□ 915「ヾ

31-45 u R 31
箱 ci5:劇 A31る

1

製 i5:く A3141
公 □ b6く「

31ヽ u k 31 公 kuδ:くA31る
1

筐 Fu6:く A31451

鋳 □ pe 「ヾ
31‐る u k 31 徘

「

:くA31451

砧 □ tseく「
31‐ 45 u k 31

石占 tr:ヾ A31‐
る1

身 ,ё :く r131_451

金□ tOiё く「
31る u R 31 金 toie:く A31451

tヽ中心 91ё:くA31‐
る1

村 □ tζ
luё
く「
31“  u k 31 村 t゛1le:くA31る

1

列ヽ□ sucく「
31-45 u k 31

列ヽ s羹 劇A3141

語 例 ① ノ L ll 語 例 ② :ノ k13‐
131

杷 ずa:メ k13131
在 t,lla:ノ k 13‐

131

巨 xa:ノ伝 13131

牙 ma:ノ k13131

茄 tOhia:ノ k13131

娃 ua:ノ k13131

膵 ずΥ:ノ k13131
棚 ずΥ:ノ k13131

燭 □ p�ノ 13 u L ll 濁 pfΥ :ノk 13131

螺 □ lΥノ u L ll 螺 lΥ :ノ伝13131

夢 □ lΥノ 13 u L ll 夢 lΥ :ノ伝13131

月勿 t,特 :ノ択1日 31

勺 □ ,γ ノ u L ll 勺 ン:ノ kl鍼
31

蛾

『

:ノk13131

諜 thic:ノ k13131

蝿 □ icノ u L ll 蝿 ic:ノk13131

腐 □ tottcノ u L ll 腐 tOttc:ノ k13131

靴 cyc:ノ k 13‐
131

蹄 □ thi, u L ll 蹄 t■ i:ノ k13131

鼻 t■ i:ノ伝13131

児 m:ノ k13131

席 91:ノ k13131

厨 □ prluノ 13 uLn 厨 pFll■ ノk13131
狐□狐狸 xuノ

13
u L ll 狐 狐狸 � ノk13131

胡 □ xuノ u L ll 胡 xu:ノ k13131

桔 □ toyt′
13 u L ll 桔 tOy:ノkl)131

池 t,、ノk13131
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任 tp覧 ノk13131
牌 □ Faiノ

13 u L ll
牌 ずa:iメkl鍼

31

台□ thalノ  13 u Lll tha:iノ仄
1・ 131

雹 pa:。 ノ伝13131

抱□ ずl。。メ 13 u L ll 砲 ずQ:。ノk13131
茅□厠所 maoノ 13 u L ll 茅厠所 ma:。 ,k13131

条□ thiQoノ
13 u L ll 条 i゙α :。メ択13131

苗□ �∞ノ 13 u L ll 苗 3icE。 ノkl日 31

炉□ 1()uノ
13 u L ll 炉 1。.ノk13131

鯛 □ tp■。uノ  13 u L ll 網 tshouノ k13131

猥 □ xouノ u L ll 猥 xouノk13131

瘤 □ 1おuノ u L ll 瘤 liouノ kl〕
131

盆 □ ずaЯ
13 u L ll 盈 メ

la:ノ
k13131

塚 □ ♂aノ u L ll 塚 thalノ k13131

監 la:ノ kl,131

容□ li蕊 ノ u L ll 容 li£:ノk13131

鉗 □ t9hi£ ノ u L ll 鉗 tchi£ :ノk13131

不 □ xuaノ 13 u L ll 不 xua:ノ k13131

丸 �:メ択1■ 131

国 y蕊:,k13131

房 □ 偽ノ
13 u L ll 房 f5:ノkl●

131

縄 ,5:ノ |、
1)131

瓢 不:ノk13■
31

瓶 □ ■i5ノ u L ll 瓶 」li5:ノ k 13131
争 ■i5:ノ k13131

茸□ lu6ノ 13 u L ll 茸 lu6:ノ伝 13131
王 u。 :ノス 13131

盆 □ ずё,13 u L ll 盆 ナO:ノ仄
13131

「
Ｊ me:ノ択1,131

蚊 □ vёノ u L ll 蚊 vё:ノk13131

報 □ �eノ u L ll 報 me:ノ k13131

給 □ luё ノ u L ll 栓 mノ k13131
橘 tcマё:ノkl● 131

23.先行音節上声 (145)
語例 ① lk 631 Ln 語例 ② :4k6311

跛 ～ ,イ l `6‐ 311νδ̀ :に

椅 □ ni´IK`31 uLH 椅 ru:4に
6311

李□ li]k4531 u L ll 李 li:4に
4●311

里 □ li]k631 u L ll 里 li:4に
4,311

起□起子 tchilk 031 u L ll 起起子 tchi:4に
6311

母 □ mu ηk各31 u L ll 母 mu:4に 6311

黍 □ 負
″
lk 031 u L H 黍 触 4に 6311

女□ nylk 631 u L H 女 ny:うに6311

業□ yコk631 uLn 芋 y:4に
6311
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24.先行音節去声 (ヽ 53)
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脳 m:。 4k6311
佼 tOiα:。 4に

0311

小男核几 9icu。 4に
4,311

肘 tp:u4に 6311

口 k11。 .14k6311

板 F:4k6311
禅 饉:4k各 311

毯 □ 」laηk 631 u L ll 毯 a゙:4に
6311

チ t,ha:4に
る‐311

占 ti壺 4に
6311

破 □ ru£ ηk 631 u L ll 眠 m£:4k6311

剪□ t91£ηk多31 u L ll 剪 tO透:4k6311

管 kL週:4に `311

憶 kua:4に 6311

喋 s5:4に
6311

併 メ5:4k4,311
本 メ:4k6311

戦 E:4k6311

姉 se:4k6311

語例 ① ヽ
53
L ll 語例 ② :、λ53も 1

把 pa:、卜53_51

法 ね:、卜5351

用1 偽:、卜53-51

株 □ vaヽ 53 u L ll 株 va:、卜5“ 1

搭□ ta、
53 u L ll

搭 ta:、へ5“ 1

辣 la:、、5“ 1

略□ xa、 53 u L ll 略 xa:、卜5¨ 1

鴨 ma:、 N5お
1

架 tOia:、 N5“
1

夫 tcial、、5“ 1

朴 kua:ヽヽ5“ 1

菓□ pけ 、53 u L ll 菓 pfΥ :、、5ヽ 1

識四章 pfhΥ :、卜5¨ 1

今 k,,:、卜
5351

鵠 kΥ:、 N53も
1

巷 xΥ :、 N53も
1

燥 ¨ :、、5351

折 tド :、卜5351

帖 thiclヽ N5“
1

綴 □ mc、 53 u L ll 綴 me:、、5お 1

鏡 □ t,ic、  53 u Lll 鏡 tcie:、 N5%1
蝠 cie:、、53も 1

月坐～ ye:ヽ
瑯ヽ 1
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算□ tiヽ
53 u L ll 算 ti:、λ5“

1

被 □ ■i、 53 u L ll 被 ■i:ヽヽ5｀ 1

栗 li:、卜5“ 1

柱 □ Fu、
53 uLH

柱 p上 :`ヽ卜5“ 1

,比□ 」、、53 u L ll 壮 thu、N5351

免 thtu、卜53も 1

禿□ 」、N53 uLll 禿 u゙l、 N53‐
51

祥 □ k,u、 53 u Lll 祥 でlu:、卜
5“ 1

机□発子 uヽ u L ll 机発子 u:ヽλ5“ 1

鋸 □ toyヽ u L ll 据 tOy:、 N53‐
51

穂 □ 9y、
53 u Lll

穂 9y:、 N5351

柿 □ れ、
53 u Lll

柿 ,1:、 N5351

日 η:、 N53-51
帯 tali、卜

5351

袋 ta:i、 N5351

模 □ ピluai、 53 u L ll 模 Pw:i、卜5351

妹 mcli、卜5“ 1

痒 お:iヽ N5“ 1

対 □ ttlciヽ u L ll 対 職 :i、 N5351
本巨□ khuei、

53 u Lll
本巨 山 eli、 N5351
豹

「

E。 、、5¨ 1

包|」□ ず
l∞ 、53 u L ll 旬

〕 ずCLO｀｀5351

帽□ m∞、53 u L ll 帽 mCEO｀｀5351

哨□ ,(Qoヽ
53 u L ll

肖

同 ,a:。 、へ
5“ 1

整 0。 1。 、、
5)51

酵 □ toi∞ 、53 uLn 酵 toial。 、λ53‐51

豆 □ 」1。u、 53 u L ll 里 th。 :u、ヽ53も 1

味 □ sou、  53  u L ll 味 solu、卜5,51

竹 t,。 :u、、53も 1

褥 η:u、 N5351
才日E] ♂。u、 53 u L ll 才日 kl:。 m、卜

5“ 1

溜□漏斗 liou、  53 u L ll 溜漏斗 H。 :u、、5“ 1

袖 □ 91。 u、  53 u L ll 袖 91。:u、 N5351

釉 i。:u、、5“ 1

担 透:、、5351

崩 ,a:、卜
53ヽol

辮 thi蕊:、、5"1

塾 ■i£:、N5“ 1

健 □ tOi£ 、 53 u L ll 健 tOi£:、λ
5“ 1

面□面子 恥i£、 53 u L ll 面面子 31轟 :、λ5351

燕 □ i£ 、53 u L ll 甚 i轟:、卜5351

鍛 □ 面゙、53 u L ll 鍛 P面 :、卜5351

鈷 □ tsuaヽ
53 u L ll 与占 tsual、N5351

罐 □ kl五 ヽ u L ll 罐 kua:ヽ N5¨
1

巻□ t9y£ N 53 uLll 巻 tOy£:、、5“ 1

植 9y轟:、、5351
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院 □ y轟ヽ 53 u L ll 院 y£:Nヽ
6“ 1

辟 ず5:、λ
5351

装 t915:、、5351

祥 □ i5｀ヽ
“

u L ll 祥 i5:、、5“ 1

粽 tsu6:、、5¨ 1

合 u6:ヽヽ5"1

蛉 t9hiO:、卜5ヽ 1

回 he:、、5351

梶 kuO:、N5¨
1

3.結び

以上をまとめると、以下の表の如くである

①の形式では、接尾辞[u]は、陰平の後では

31調に、陽平 。上声 。去声の後では 11調に、

それぞれ発音される。

②の形式では、各声調とも、①の形式の 2

音節の調値がそのまま 1音節化したような調

①の形式しか用いられない語例は、先行音

節陰平の 1例を除き、得られなかった。

①②両方の形式が用いられる語例数と、②

の形式しか用いられない語例数は、陰平・陽平

では前者の方がやや多く、上声・去声では後者

の方がやや多いが、全体としてはほぼ同数であ

る。

値で、それぞれ発音される。

また、①/②どちらの形式が用いられるか

について、先行音節声調ごとに語例数をまとめ

ると、以下の表の如くである :

以上のことは、山西聞喜方言の接尾辞 [u]が

先行音節に吸収されて 1音節化しつつある過

渡的段階を反映している、と言えよう。

注

(1)山西省聞喜県の位置については、文末の

名古屋学院大学論集

先行音節声調 ① ②

陰平く 31 3145 31 くA31-451
陽平ノ 13 ノ

13 メk13131
上声 1 45 lK631 L ll lk 6311

去声ヽ 53 ヽ
53
L ll 、、5"1

先行音節声調 ①のみ ①～② ②のみ 計

陰平 1例 32伊」 24.011 57伊l

陽平 0例 33イケll 27夕l 60イタ1

上声 0例 11例 17例 28イタl

去声 0例 37伊l 41例 78伊l

計 1例 113例 1091夕l 223011
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地図参照。

(2)イ ンフォーマント衛徳泉氏の言語環境概

略は以下の如くである :

62歳 (1938年生)。 山西省聞喜県田瓜底鎮

柴家荘村原籍。教師。大卒。1938-53年、

柴家荘村。1953-59年、聞喜県 。運城市一

帯。 1959‐ 96年、北京市。1996年―、 日本。
(3)山西聞喜方言の語彙には、「―子」[ts』 や

「―児」[I]と いう接尾辞も少数ながら現わ

れるが、大多数の場合、名詞接尾辞は[u]で

ある。

(4)単字調査終了後、語彙調査を開始し、現

在 1,800語余りを調査し終えた段階であ

るc接尾辞[u]に 関しては体系化できたの

で、現時点で得られた全ての例を挙げる。

(5)侯 1985p.130に よる。

(6)表 Iに用いたデータの依拠資料は、以下

の如くである :

昔陽 :王 1997。 和順 :田 1986。 垣曲 :

米 1988。 陽城・陵川 。晋城 :侯 1985。

獲嘉 :賀 1982。 済源 :賀 1981。 運城 :

呂 1991。 臨猜 :王 1993。

尚、各地点の位置については、文末の地

図参照。

(7)侯・温 1993p.630の 3.3.204~で は、 「聞喜

の子尾は該当音節の後に一つの曖味な母音

を加えるもので、この母音は[ulo]の 間で

ある。」と述べられ、接尾辞[u]は 「罐(子 )

k砿51.u」 の如く、第 2音節の軽声として

記述されている。

(8)語例によっては、①②どちらかの形式が

あまり用いられないものがあり、それらに

ついては、表中では「一」で示した。

山西聞喜方言の接尾辞 [u]と 接尾辞化変調

(9)多くの先行論著がこの種の接尾辞を「子」

で記述しているが、本稿では山西聞喜方言

の[u]を、ひとまず「□」で記述しておく。

李 1963p.142に おいては、河南鄭州 。原

陽一帯の方言が[‐u]韻尾を用いて “子尾"

を表わすことに関 して、「我々は [‐u]が

``子"から来たとはまだ断定できない。[―u]

尾が “子尾''に相当するということしか言

えない。」と述べられている。
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